
2018年1月26日セミナー

この時代に求められる新人の育て方とは？

アルー株式会社
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弊社の新入社員研修実績

2017年度4月の1ヶ月間に約23,000人に新入社員研修を実施。
新人研修領域における受講者数No.1を獲得

企業数 約90社 クラス数 約630クラス 受講者数 約2.3万人

※延べ人数
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本日のセミナーの目的とアジェンダ

2018年度の新人の育て方について考える

アジェンダ

 チェックイン

 参加者の皆様同士での情報交換

 弊社からの情報共有

 質疑応答

目的
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最初に

1.今、求められる新人の姿とは？

2.実例から学ぶ、今の時代の
新人育成とは？

3.新人育成を設計する上での
注視すべきポイントとは？

自分で育つ力が備わっていること

個別化し成長を加速化させる

研修の成果に向き合う

ここからはアルーが考える各ポイントについてご紹介させていただきます
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1.今、求められる新人の姿とは？

自分で育つ力が備わっていること
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2017年度新入社員の傾向

素直で前向きだが、他の状況で再現できるレベルの深い理解、
より高みを目指すという強い成長欲求を欠く

強み

「素直さ」に加えて「協調性」のある
取り組み姿勢

1. 厳しいフィードバックも素直に受け止める姿勢がある

2. 協調性が高く、周囲や仲間との調和を好む

3. 研修の学びに対する習得意欲は高い

4. 情報処理能力が比較的高い

5. 積極的に自分から行動する姿勢がある

弱み

「目的意識」と「達成意欲」の
不足

1. 視野がせまく、目的立脚で考える力が弱い

2. 相手視点をもち、相手の期待や意図を捉える力が弱い

3. 基準・成果に対する意識が甘く、自分基準で満足する

4. ものごとを表面的に捉えて行動する

5. 目的達成のための建設的な議論が弱く、競争意識が低い

出所：アルー株式会社 2017年新入社員の傾向
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ここ3年間の新入社員の傾向

「素直さ」に加えて「協調性」のある取り組み姿勢
強み

厳しいフィードバックも素直に受け止める姿勢がある傾向１

協調性が高く、周囲や仲間との調和を好む

研修の学びに対する習得意欲は高い

積極的に自分から行動する姿勢がある

情報処理能力が比較的高い

傾向２

傾向３

傾向４

傾向５

「素直」で「真面目」な取り組み姿勢強み

アドバイスや厳しいフィードバックを前向きに受け入れる、
素直な姿勢

傾向１

言われたことやゴールに向かって愚直に取組む、真面目な姿勢

協調性が高く、周囲や仲間との調和を重視し行動する

与えられた課題への理解度は高く、そつなくこなす

“型”や“スキル”の習得意欲は高く、教えられたことは積
極的に実践する

傾向２

傾向３

傾向４

傾向５

言われたことを忠実に実行する「素直さ」と「真面目な姿勢」
強み

アドバイスや指摘されたことは素直に受け入れ、すぐに
改善する

傾向１

言われたことを守り、忠実に実行する真面目な姿勢

周囲やその場に自然と溶け込み、チームと協働する姿勢

“型”の基礎知識があり、教えられたことはすぐに実践し
吸収する

傾向２

傾向３

傾向４

「目的意識」と「達成意欲」の不足弱み

視野がせまく、目的立脚で考える力が弱い

相手視点をもち、相手の期待や意図を捉える力が弱い

社会人としての基準・成果に対する意識が甘く、自分基準で満
足する

目的達成のための建設的な議論が弱く、競争意識が低い

ものごとを表面的にとらえて行動する

傾向１

傾向２

傾向３

傾向４

傾向５

「主体性と「相手視点」の不足弱み

自分の意見、考えを持ち主体的に行動する力

相手視点で考え、相手の期待や目的を捉える力が弱い

目的立脚で考える力が弱く、物事を表面的に捉え行動する

横並び意識が強く、無難にまとめようとする、競争意識の低さ

社会人としての基準・成果に対する意識が甘く、自分基準で満足す
る

傾向１

傾向２

傾向３

傾向４

傾向５

目立つことはしない横並び意識「行動力の低下」と「成果に対する甘さ」弱み

失敗や目立つことを恐れ、“まずやる”一歩踏み出す行動力に欠ける

相手視点が低く、相手の期待や目的より、その場をそつなくこなす
ことを重視する
正解、不正解を知りたがり、“なぜ必要なのか”自分で考える力が弱
い
競争意識が低く、できる範囲で満足、言われたことを以上は目指
さない

傾向１

傾向２

傾向３

傾向４

２
０
１
７
年

２
０
１
６
年

２
０
１
５
年
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最近の新人が育ってきた時代

①幼少期～小学校時代

•一家庭あたりの子どもの数が減少し、総じて過保護

•教育投資対象が集中し、幼少期からお受験、塾、お稽古漬けの毎日
で親が設定した時間割に追われながら、こなしていく生活

•「子どもらしさ」よりも対外受けの良さを重視する傾向が加速

•大人の顔色を伺い、怒られないようにすることを意識する
•「型通りこなし、素直に大人しくしていると褒められる」
体験を積む

②中学校～高校時代

•学校側が少子化の影響により学生確保が困難なため、有名高校/大
学への進学率を向上させ、評判を高めることを最優先

•進路相談＝受験テクニック指導となっている(HOW教育に注力)

•「与えられたことを、言われた通りにこなすと
褒められる」経験を積む

④大学卒業時

•約20年間「言われた通りにこなす」と称賛される経験が様々な場面で
強烈に刷り込まれたため、これまで以上に根深く、非常に強い受益者
思考を持つ

•「型通りにこなすこと」を幼少期から絶えず求められてきたため、型から
外れることに抵抗を持つ(型をやぶる意義が理解できない)

•目標を効率的に達成するHOW教育を長年受けているため、
非常に合理的だが、「不合格にならない程度にこの場
だけしのげばいい」という短絡的思考を持つ

③大学時代

•大学側が少子化の影響で学生をお客様扱いし、中退防止や親の評
判獲得のため、就職試験合格を目的としたHOW教育に注力

•定員確保のため、以前は大学入学不可の学生でも受け入れたことで、
躾や社会常識(交通安全等)から指導が必要(大学の幼稚化)

•少子化でアルバイト先でもお客様扱いを受けている

•「与えられたことを、言われた通りにこなすと
褒められる」経験をさらに積む
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育成トレンドの変化(16-17年)

2017年TOP3
1.主体性
2.規律性
3.発信力

2016年TOP3
1.規律性
2.主体性
3.発信力

⇒多少の順位に変動は
あるが新人導入時期に
求めるテーマは変わらな
い
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主体性と自己成長力の関係

1.ストレッチ

2.リフレクション
3.エンジョイ
メント

自己成長力

計画力

主体性

より難易度の高い仕事や
経験のない仕事に挑戦している度合

自分の仕事ぶりを振り返り
改善点を明確にしている度合

会社や仕事そのものを
楽しんでいる度合

社
会
人
基
礎
力

自
己
成
長
力

主体性を押し上げるためには自己成長力へのアプローチが必須
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（参考）計画力発揮のプロセスモデルと適合性

：観測変数 ：潜在変数 ：標準化係数

11.ストレッチ
研修を通じてできるようになりたいことや意
欲的に取り組むことなど、自分なりに目標を

立てていましたか？

12.ストレッチ
淡々とこなしたりせず、

自分の持てる力を100%発揮して
研修に取り組みましたか？

②リフレクション

④主体性 ⑤計画力

14.リフレクション
課題（演習）を終えた時点で、

取り組みを振り返り、その都度「できたこと」
「できなかったこと」を整理していましたか？

16.リフレクション
「できなかったことをできるようにする（できたこと
をより良くする）」ために、明日から意識して取

り組むことを考えていますか？

03.主体性
受け身で指示を待つのではなく、
自分から意見を発したり行動を
起こすことができましたか？

04.主体性
「成果を出すためにやった方がよいと

思ったこと」を、自分から率先して行動に
移すことができましたか？

06.計画力
「やるべきこと」に優先順位をつけて、

スケジュールに沿って着実に
課題を進めることができましたか？

05.計画力
思いついたままに課題に取り掛かる
のではなく、事前に「やるべきこと」
を洗い出すことができましたか？

.66

.72
.83

.75 .60

.81
.73

③エンジョイメント

17.エンジョイメント
本日の研修はあなたにとって、学ぶ意義や楽し
さ（やりがい）を感じる内容でしたか？

20.満足度
本日の研修は満足できるものでしたか？（研

修全体に対して）

①ストレッチ

.56

.63

.66

.57

.80

.74

.54

.31

計画力発揮のプロセスモデル（詳細）

【モデルの適合度】 GFI：0.978 AGFI：0.96 CFI：0.962 RMSEA：0.059 AIC：627.254
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2.実例から学ぶ、今の時代の新人育成とは？

個別化し成長を加速化させる
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新入社員の育成HOW

個別フィードバックの
強化

自己成長のための
内省支援

自ら成長する人材になるための土台作り
–職場の先輩・上司に頼りきりになるのではなく、新入社員自らが成長サ
イクルを回して成長し続ける土台作りとして、経験学習の要素を新入
社員研修に取り入れたり、振り返りの時間を増やす取り組みが増えて
いる

自己認識促進と納得度の向上
– クラス・グループへの全体のフィードバックだけでは自分事としてとらえられ
ないケースがある。個人別にフィードバックをすることによって、自分事で
あると認識させた上で、自分の強み・課題を客観的に捉え、自己理解
を深めるような施策が増えている

出所：アルー株式会社 2017年新入社員の傾向

個人の納得感を高めながら、自己成長サイクルを回す仕掛けを組み込む
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事例① 大手システムエンジニア会社様

（概要）
• 業界：システムエンジニア
• 人数：約200名（2018年）
• 期間：2018年4月～7月末
• ゴール：社会人としての基本的な心構え／相手への心配りと配慮

定着化を施策の重点ポイントとして育成施策を設計

施策の重点ポイント 「定着化」

ステップⅣ
無意識的有能

ステップⅢ
意識的有能

ステップⅡ
意識的無能

ステップⅠ
無意識的無能

わからないから、できない
わかっているが、できない
わかっているけど、やらない

意識していれば、できる
意識しているときは、やれる

意識してなくても、できる
（習慣化）

知識のインプットが必要 回数と動機づけが必要 意識する回数が必要 -
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事例② 大手化学メーカー会社様

（概要）
• 業界：化学メーカー
• 人数：約150名（2017年）
• 期間：2017年4月3週目まで
• ゴール：「わかる」と「できる」の違いを理解し、リフレクション（内省）を仕組みで組み込み「できる」まで引き上げる

学んだことを「できる」までにすることを重点ポイントとして育成施策を設計

施策の重点ポイント 「わかる→できる」まで引き上げる
3週目

※週1回リフレクション
2週目

※週1回リフレクション
1週目

※週1回リフレクション

全体オリエンテーション 組織理解、部署理解

会社理解、戦略理解 工場見学 人事制度、労務管理理解

基本行動（マナー、仕事の進め方）理解 全体振り返り

現場配属プロジェクトワーク（2週間）研修（1日）
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3.新人育成を設計する上での注視すべきポイントとは？

研修の効果に向き合う
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注力した研修の内容のアンケート結果

53.2%

39.8%

30.7%

21.6%

12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

新入社員研修

ミドルマネジャー研修

中堅（主任・係長）研修

経営人材（部長以上）研修

コンプライアンス研修

新入社員研修への関心は引き続き高い

出典：日本の人事部 人事白書より
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新入社員研修vsミドルマネジャー研修の一人当たりの予算

8.5%

22.6%

18.6%
22.6%

14.8%

12.9%

1万円未満 1万円以上5万円未満

5万円以上10万円未満 10万円以上30万円未満

30万以上 わからない

10万円以上投資の企業は3割
新人においては4割弱を占めている

37.4％ 24.5%

34.7%

18.5%

7.4%

2.8%

1.4%

10.6%

5万円未満 5万円以上10万円未満

10万円以上30万円未満 30万円以上50万円未満

50万円以上100万円未満 100万円以上

わからない

30.1％

出典：日本の人事部 人事白書より
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人材育成の「効果検証の有無」のアンケート結果

35.8%

53.8%

10.4%

効果検証ができていない企業が半数以上

出典：日本の人事部 人事白書より

行っている 行っていない わからない
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従業員の育成実感

2.7%

43.5%

41.5%

5.8%

6.6%

53.8％

半数以上の企業が育っている実感を持てていない

出典：日本の人事部 人事白書より

感じる あまり感じない まったく感じない強く感じる わからない
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研修の効果を測るサービス
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効果測定アンケート

各研修の効果＝プロセス別に整理し、
どこにボトルネックが生じているのかを可視化し、改善につなげる

受講生の成長プロセスの全体像

研修での
育成成果

研修内
要因

職場での
育成成果

職場内
要因

効果測定アンケート

(研修終了時に回答)

事後アンケート

(研修から3カ月後に回答)

研修での
『理解』

1

研修での
『実践』

2
職場での
『実践
イメージ』

3

意義付け

C

実践との接
続

B

行動量

A

職場での
『実践』

4
職場での
『成長
実感』

5

リフレクション

E

ストレッチ

D

エンジョイ
メント

F


